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論文内容の要旨

1 .次数 2 のプラス空間の具体的な構造:

指導教官である伊吹山知義氏との共同研究において、重さ半整数のジーゲ、ル保型形式で ro(4) のニューフォー

ムの空間にあたるもの、即ちプラス空間の生成元を theta 級数を用いることで具体的に決定した。更にカスプ

空間の構造や指標付きの空間(指数 1 の Jacobi form 及び skew holomorphic J acobi form に対応する空間)

の生成元も具体的に決定した。

2. 重さ半整数の次数 2のジーゲル保型形式へのリフティング予想:

伊吹山知義氏との共同研究において、更にプラス空間の元で Hecke 作用素の同時固有関数となる関数の固有値

を計算することにより、 2 つの楕円保型形式から次数 2 の重さ半整数のジーゲ、ル保型形式へのリフティングを

予想した。例えば、吉田リフトがレベル付きの理論であったことを考えると、このリフティング予想の 2 つの

楕円保型形式にフルモジュラーに属するものが現われている点は特に興味深い。

3. プラス空間と歪正則ヤコビ形式の同型対応:

指数 1 の歪正則 Jacobi 形式とプラス空間の線形同型対応を指標を持つものも含めて一般次元に拡張した。更に

お互いの空間の Hecke 作用素との可換性を示した。また、カスプ形式同士が対応する、つまりプラス空間の元

で無限遠点のカスプでゼロになるような関数はそれ以外のカスプでもゼロとなることも示した。

4. ザルコフスカヤの定理の重さ半整数の場合への拡張

ジーゲ、ル作用素で、消えないジーゲ、ル保型形式のゼータ関数の関係式が Zharkovskaya により示されているが、

この関係式の類似を一般次元の重さ半整数のジーゲ、ル保型形式の場合に示した。より具体的には、ジーゲ、ル作

用素で消えない関数の L 関数は、一変数の Eisenstein 級数のゼータ関数とジーゲ、ル作用素による像の L 関数

で記述することができた。一般に、 Eisenstein 級数で成り立つことがそのままカスプ形式でも成り立っとは限



らないが、この成果が 2.のリフティング予想(及びその拡張)の Eisenstein 級数の場合とみなせることに意

義がある。

5. 歪正則 Jacobi 形式におけるKlingen 型 Eisenstein 級数の構成:

歪正則 Jacobi 形式 (index が正則行列とならないものも含む)においてKlingen 型 Eisenstein 級数を構成し

た。これにより、重さが十分大きい範囲で、高次元から低い次元の歪正員IJ Jacobi 形式へのジーゲ、ル作用素によ

るカスプ形式への全射性がいえる。(1.の結果の歪正則 Jacobi 形式の構造は、 3.5.の結果と対馬龍司氏によ

る次元公式の計算により具体的に得られる。)

論文審査の結果の要旨

1 変数正則ヤコーピ形式の理論は 1 変数保型形式からジーゲ、ル保型形式へのリフティング等の証明に本質的に利

用され、重要であるが、それが 1 変数の半整数ウェイトの保型形式と等価であることを言うためにはウェイトのパリ

ティーに仮定が必要で、あった。残りの半数のパリティーについては、 1 変数歪正則ヤコーピ形式の理論で補完されて

いた。これらの多変数版について、正則の場合は良く研究されていたが、歪正則の場合は、定義以外にあまり研究が

なかった。さて今回の論文では多変数歪正則ヤコーピ形式についての保型形式的な基礎理論、およびそれと対応する

半整数ウェイトのジーゲ、ル保型形式の基礎的理論を展開している。特に佐武コンパクト化の境界上の歪正則ヤコーピ

形式からの持ち上げの構成、指数 1 の半整数ウェイトジーゲ、ル保型形式と歪正則ヤコーピ形式の同型対応、半整数ジ

ーゲ、ル保型形式の境界上への制限と元の保型形式の間の L 関数の関係の記述などの新結果を与えた。また、一部共同

研究であるが、種数 2 の場合に正則および歪正則ヤコーピ形式全体の空間を具体的関数で記述し、数値実験によりオ

イラ一因子の例を与えることを通じて、 2 つの 1 変数保型形式より種数 2 のヤコーピ形式へのゼータ関数を保つよう

なリフティングの存在の精密な予想を与えた。以上の内容は基礎理論の展開のみならず今後の発展の方向も示唆して

おり、博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと認める。
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